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金沢大学教育学部紀要（人文科学・社会科学編） 第５６号平成１９年

こ
の
年
表
は
本
紀
要
第
五
十
五
号
（
平
成
岨
・
２
刊
）
の
「
「
北
國
新
聞
』

文
芸
関
係
記
事
年
表
稿
（
昭
和
篇
⑧
）
」
を
承
け
る
も
の
で
あ
る
。
調
査
に
際

し
て
は
、
金
沢
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
を
使
用
し
た
．
。

１
１

〃１３ 10 ３ノ

「
山
と
還
暦
」
深
田
久
弥

「
愛
国
心
は
自
由
栽
培
で
」
大
江
健
三
郎

「
読
者
新
年
文
芸
」
近
藤
芳
美
、
富
安
風
生
、
麻
生
路
郎
選

「
ス
ポ
ー
ツ
随
想
」
尾
崎
士
郎
、
佐
野
洋

「
平
和
へ
の
一
里
塚
」
山
岡
荘
八

「
小
説
の
中
の
男
づ
く
り
女
づ
く
り
」
（
☆
座
談
会
、
柴
田
錬
三
郎
、

源
氏
鶏
太
、
岩
田
専
太
郎
）

「
商
い
の
神
さ
ま
」
山
崎
豊
子

「
新
年
創
作
入
賞
一
席
作
品
。
古
い
椎
の
木
の
あ
る
家
に
て
」
風
村

律
皿
日
３
回
完

「
戦
前
戦
後
」
森
山
啓

「
短
歌
の
理
想
を
具
現
」
夜
久
正
雄

昭
和
三
十
八
年

『
北
國
新
聞
』
文
芸
関
係
記
事
年
表
稿
（
昭
和
篇
⑨
．
完
）

弓
冒
、
冒
冒
①
一
⑤
唄
園
一
『
昌
一
の
旦
巨
當
凰
ご
滝
①
ご
②
風
冒
團
①
宍
声
②
屏
臣
Ｚ
９
扇
（
⑫
弩
①
葛
騨
Ｚ
②
．
＠
）

2６ ２５〃２４２３２２

夕夕

２０１９１８ノノ

タ

７ ６〃１５１４

夕

「
歳
月
」
田
宮
虎
彦

冬
の
金
沢
は
す
て
き
ね
、
曽
野
綾
子
さ
ん
夫
妻
が
来
沢
（
☆
記
事
）

「
御
歌
会
始
め
陪
聴
記
」
杉
森
久
英

「
ソ
連
文
学
の
〃
自
由
〃
は
本
物
か
」
ロ
ナ
ル
ド
・
ヒ
ン
レ
ー

「
能
登
の
ご
崇
歌
を
み
る
」
長
田
恒
雄

「
北
国
俳
壇
十
二
月
賞
」
富
安
風
生
選

「
伊
藤
整
「
求
道
者
と
認
識
者
」
手
塚
富
雄

「
サ
ッ
カ
リ
ン
文
化
」
福
田
宏
年

「
古
書
「
金
沢
叢
書
』
城
宝
栄
作

「
見
失
わ
れ
た
情
熱
」
橋
川
文
三

「
地
方
の
壁
」
宮
城
音
弥

「
ナ
マ
ガ
シ
に
つ
い
て
」
杉
森
久
英

「
井
上
靖
詩
集
『
地
中
海
』
」
菱
山
修
三

「
古
い
ア
メ
リ
カ
」
江
藤
淳

「
芥
川
、
直
木
賞
選
考
経
過
」
無
署
名

「
天
領
民
の
姿
勢
」
八
田
健
一

「
田
宮
虎
彦
「
木
の
実
の
と
き
」
太
田
順
子

「
読
書
に
つ
い
て
」
鵜
飼
信
成

森
英

国
旨
巨
三
目
○
内
］

平成１８年１０月２日受理



森：「北國新聞』文芸関係記事年表稿（昭和篇⑨．完）

３

１２３２０〃１４

ダダ

２
７

３１１ ０ノ 〕０２９２８９８ ２７〃Ｉ ノ
〃３１

夕夕

一
二
月
号
の
文
芸
雑
誌
」
青
柳
瑞
穂

「
新
保
千
代
子
の
室
生
犀
星
」
無
署
名

「
合
評
『
室
生
犀
星
き
き
が
き
抄
』
」
北
国
書
評
グ
ル
ー
プ

「
二
人
の
直
木
賞
作
家
」
伊
藤
桂
一

ヨ
ー
モ
ラ
ス
な
新
し
さ
Ｉ
『
江
分
利
満
氏
』
の
山
口
瞳
氏
」
奥
野

健
男

「
雪
の
中
に
あ
り
て
」
黒
田
桜
の
園

「
旧
軍
人
の
正
し
い
姿
を
」
杉
森
久
英

「
面
目
発
揮
し
た
絶
筆
ｌ
故
白
鳥
の
『
人
生
恐
怖
図
」
を
読
ん
で
」

中
島
河
太
郎

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
室
生
犀
星
き
き
が
き
抄
」
新
保
千
代
子
さ
ん
」

「
鳥
越
信
『
児
童
文
学
入
門
」
滑
川
道
夫

「
井
上
靖
「
詩
集
・
地
中
海
」
福
田
宏
年

「
物
足
り
な
く
な
っ
た
内
容
、
廃
刊
つ
づ
く
児
童
雑
誌
」
無
署
名

「
今
日
出
海
著
「
ま
だ
ま
だ
夜
だ
」
西
敏
明

「
伊
藤
桂
一
箸
「
落
日
の
悲
歌
』
浅
野
郁
代

「
巧
年
戦
争
』
編
集
の
意
図
」
安
田
武

「
若
林
の
ぶ
歌
集
「
や
は
ら
か
き
耳
朶
』
」
津
川
洋
三

「
糸
藤
義
人
評
論
集
「
幼
き
も
の
の
怖
れ
」
上
川
幸
作

「
消
息
・
杉
森
久
英
氏
」
無
署
名

「
郷
土
性
意
識
の
過
剰
ｌ
主
と
し
て
文
学
の
立
場
か
ら
」
小
松
伸
六

「
春
待
つ
こ
こ
ろ
ｌ
ウ
グ
イ
ス
の
死
」
津
田
嘉
信

「
山
本
健
吉
著
「
十
二
の
肖
像
画
」
」
篠
田
一
士

「
精
神
主
義
評
価
は
危
険
ｌ
『
雨
ニ
モ
負
ケ
ズ
」
論
争
」
伊
藤
信
吉

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
秋
元
松
代
さ
ん
」

「
村
松
剛
箸
『
文
学
と
詩
精
神
」
中
村
稔

「
佐
多
稲
子
箸
『
女
の
宿
」
渡
辺
喜
恵
子

「
田
谷
さ
ん
と
『
柱
時
計
」
な
ど
」
藤
田
福
夫

２
「
「
北
陸
文
学
』
第
二
○
号
に
よ
せ
て
」
西
敏
明

４
「
三
島
由
紀
夫
『
愛
の
疾
走
』
」
森
井
道
男

７
「
新
し
い
生
命
力
と
実
証
精
神
ｌ
『
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
伝
統
の
意
味
」

葛
原
繁

〃
夕
「
山
口
瞳
『
江
分
利
満
氏
の
優
雅
な
生
活
』
駒
田
信
二

、
夕
「
山
本
健
吉
『
十
二
肖
像
画
』
」
小
松
伸
六

〃
「
城
山
三
郎
『
小
説
日
本
銀
行
」
」
福
田
宏
年

皿
「
浦
山
監
督
と
『
非
行
少
女
」
森
山
啓

〃
「
歴
史
と
人
物
」
高
柳
光
寿

〃
「
北
国
歌
壇
二
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

〃
「
北
国
俳
壇
二
月
賞
」
冨
安
風
生
選

Ⅱ
「
能
登
の
春
か
ら
ｌ
味
の
風
土
記
」
四
柳
嘉
孝

Ⅳ
夕
「
推
理
小
説
時
評
」
鈴
木
幸
夫

卯
「
武
田
泰
淳
『
私
の
映
画
鑑
賞
法
』
浅
野
郁
代

〃
「
梶
山
季
之
「
夜
の
配
当
』
福
田
茂
夫

犯
夕
「
城
山
三
郎
『
小
説
日
本
銀
行
」
」
関
根
弘

型
「
浦
山
監
督
の
独
創
と
善
意
」
森
山
啓

〃
「
濃
紅
梅
」
黒
田
桜
の
園

〃
夕
「
福
田
清
人
他
「
児
童
文
学
概
論
」
富
沢
衝
彦

沁
「
作
者
の
こ
と
ば
」
吉
行
淳
之
介

酊
「
英
雄
の
死
と
女
性
像
」
（
☆
座
談
会
、
石
川
弘
義
、
江
藤
文
夫
、

尾
崎
秀
樹
、
山
田
宗
睦
）

〃
夕
「
岩
谷
大
四
『
随
筆
お
に
や
ら
い
』
」
戸
板
康
二

〃
夕
「
読
書
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
中
山
義
秀
」

卯
夕
「
赤
と
紫
」
吉
行
淳
之
介
ｕ
・
７
汕
回
完

４
１
小
納
氏
に
第
一
回
北
陸
児
童
文
学
賞
（
☆
記
事
）

３
「
小
田
実
『
日
本
を
考
え
る
』
」
太
田
順
子

〃
「
水
上
勉
『
五
番
町
夕
霧
楼
』
森
井
道
男
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タ

）

「
田
久
保
英
夫
『
解
禁
」
奥
野
健
男

「
残
酷
と
は
何
か
」
大
島
猪

「
杉
本
苑
子
「
孤
愁
の
岸
」
西
敏
明

「
む
り
に
私
は
す
す
め
な
い
」
小
松
伸
六

「
推
理
小
説
時
評
」
鈴
木
幸
夫

中
国
の
詩
集
に
掲
載
、
芦
田
さ
ん
と
浜
口
氏
の
作
品
（
☆
記
事
）

「
葦
男
・
三
鬼
の
共
通
性
」
金
子
兜
太

「
私
の
収
集
」
小
松
伸
六

「
作
者
の
一
一
一
一
口
葉
」
曽
野
綾
子

「
胡
堂
さ
ん
を
い
た
む
」
山
手
樹
一
郎

「
読
書
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
木
下
順
二
氏
」

「
美
し
き
誤
解
」
小
松
伸
六

「
ぜ
つ
た
い
多
数
」
曽
野
綾
子
羽
・
１
．
躯
全
刎
回
完

「
須
知
徳
平
「
春
来
る
鬼
」
浅
野
郁
代

「
北
国
歌
壇
三
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

「
北
国
俳
壇
三
月
賞
」
富
安
風
生
選

「
読
書
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
豊
田
正
子
」

「
芝
木
好
子
『
狂
っ
た
時
計
」
」
平
田
次
三
郎

「
北
国
柳
壇
三
月
賞
」
麻
生
路
郎
選

「
天
皇
誕
生
日
に
思
う
」
小
松
伸
六

「
作
者
の
言
葉
」
柴
田
錬
一
一
一
郎

「
お
江
戸
日
本
橋
」
柴
田
鎌
三
郎
調
・
３
・
加
釦
回
完

「
杉
浦
明
平
『
田
舎
。
炭
鉱
・
部
落
』
井
上
光
晴

「
文
学
の
貴
重
な
泉
ｌ
久
保
田
方
太
郎
を
い
た
む
」
林
房
雄

「
私
の
好
き
な
主
人
公
。
ア
ラ
ビ
ア
の
ロ
レ
ン
ス
」
中
野
好
夫

「
長
谷
川
伸
「
我
が
足
許
提
灯
の
記
」
寺
崎
浩

「
消
息
・
水
芦
光
子
さ
ん
来
沢
」

「
私
の
好
き
な
主
人
公
・
紫
式
部
」
中
村
真
一
郎

〃
夕
「
井
伏
鱒
二
「
武
州
鉢
形
城
」
」
庄
野
潤
三

〃
夕
「
長
谷
川
伸
『
日
本
敵
討
ち
異
相
』
」
村
上
元
三

皿
「
子
母
沢
寛
『
二
丁
目
の
角
の
物
語
』
」
西
敏
明

⑫
夕
「
性
的
人
間
」
小
松
伸
六

〃
「
読
書
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
松
本
清
張
」

〃
「
鮎
川
哲
也
「
砂
の
城
」
」
鈴
木
幸
夫

嘔
「
岡
部
伊
都
子
『
古
都
ひ
と
り
』
太
田
順
子

Ⅳ
夕
「
北
国
抑
壇
四
月
賞
」
麻
生
路
郎
選

四
「
私
の
好
き
な
主
人
公
・
家
康
」
山
岡
荘
八

〃
「
金
沢
。
能
登
あ
る
き
」
水
芦
光
子

〃
「
弁
吉
忌
」
長
崎
幸
雄

”
荷
風
の
碑
が
た
つ
、
東
京
南
千
住
（
☆
記
事
）

型
「
北
国
歌
壇
四
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

〃
「
北
国
俳
壇
四
月
賞
」
富
安
風
生
選

加
夕
「
自
然
児
」
小
松
伸
六

６
１
「
め
く
ら
の
か
ぎ
の
ぞ
き
」
伊
藤
武
雄

〃
「
神
田
茂
雄
「
畦
道
を
ゆ
く
』
津
田
嘉
信

４
夕
「
大
雪
の
後
の
花
」
森
山
啓

６
「
小
説
の
材
料
」
（
☆
講
演
記
録
）
松
本
清
張
８
日
３
回
完

７
「
和
歌
森
太
郎
『
相
撲
今
む
か
し
」
北
条
誠

８
「
山
本
健
吉
『
小
説
の
再
発
見
』
小
田
切
秀
雄

９
夕
「
吉
田
健
一
訳
『
ブ
ラ
イ
ヅ
ヘ
ッ
ド
ふ
た
た
び
』
」
山
本
健
吉

ｕ
夕
「
青
梅
の
頃
」
森
山
啓

⑬
「
晶
子
の
晴
着
」
芦
田
高
子

Ⅲ
「
北
国
歌
壇
五
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

〃
「
北
国
俳
壇
五
月
賞
」
富
安
風
生
達

巧
「
大
原
富
枝
『
女
の
塔
』
浅
野
郁
代

〃
夕
「
長
谷
川
伸
先
生
と
新
国
劇
」
島
田
正
吾
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「
明
治
の
巨
木
倒
る
ｌ
い
ま
猿
翁
を
失
う
」
安
藤
鶴
夫

「
読
書
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
『
萩
原
朔
太
郎
』
三
好
達
治
」

尾
山
篇
二
郎
氏
死
去
（
☆
記
事
）

「
未
完
の
旅
路
「
犀
星
き
き
が
き
』
ｌ
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
賞

を
受
賞
し
て
」
新
保
千
代
子

「
清
貧
の
歌
人
１
尾
山
篤
二
郎
氏
を
し
の
ぶ
」
上
山
南
洋

コ
ー
ワ
ト
リ
の
卵
」
森
山
啓

「
大
岡
信
「
芸
術
と
伝
統
』
」
小
野
＋
三
郎

「
結
婚
詐
欺
に
類
す
る
因
習
」
森
山
啓

「
七
月
号
の
文
芸
雑
誌
か
ら
」
青
柳
瑞
穂

「
科
学
者
た
ち
の
瞥
告
」
森
山
啓

「
有
馬
頼
義
『
少
年
の
孤
独
」
西
敏
明

「
北
国
俳
壇
六
月
賞
」
富
安
風
生
選

「
北
国
歌
壇
六
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

「
現
代
短
歌
を
め
ぐ
っ
て
」
寺
田
透

「
恐
怖
趣
味
の
怪
奇
な
物
語
り
ｌ
カ
ー
レ
ン
・
ブ
リ
ク
セ
ン
と
ゴ

シ
ッ
ク
小
説
」
山
室
静

「
辻
政
信
』
伝
」
上
山
南
洋

日
の
目
み
た
俳
人
の
墓
ｌ
大
橋
卓
丈
の
墓
（
☆
記
事
）

「
真
夏
の
よ
ろ
こ
び
」
森
山
啓

「
作
者
の
言
葉
」
南
条
範
夫

「
兄
弟
流
転
」
南
条
範
夫
羽
・
６
．
型
汕
回
完

「
北
国
柳
壇
六
月
賞
」
麻
生
路
郎
選

「
因
習
と
嫁
飢
鯉
」
森
山
啓

「
い
ま
こ
そ
本
を
読
め
」
山
本
健
吉

「
舟
橋
聖
一
『
心
変
り
」
太
田
順
子

「
ニ
ン
ニ
ク
」
森
山
啓

「
佐
藤
荷
人
遺
著
「
富
来
院
の
史
と
詩
」
室
木
弥
太
郎

９

５〃３０２６〃２４２３

夕夕

２２ノノノノ

タタ

1８ 1７１６ １５１１〃１０４ノ

タ夕

５ ノ

「
山
川
方
夫
署
「
親
し
い
友
だ
ち
」
本
多
吉
信

「
庄
野
潤
三
『
つ
む
ぎ
唄
』
」
浅
野
郁
代

「
鳥
」
と
犬
と
」
陣
出
達
朗

「
昼
の
あ
わ
れ
」
杉
本
苑
子

「
田
宮
虎
彦
著
『
生
き
る
い
の
ち
』
」
福
田
茂
夫

「
那
谷
寺
と
芭
蕉
」
陣
出
達
朗

「
宇
宙
ば
か
」
埴
谷
雄
高

「
歴
史
の
流
れ
と
の
融
合
１
頁
の
『
戦
争
文
学
』
を
待
望
す
る
」
村

上
兵
衛

「
松
田
道
雄
『
反
逆
者
の
肖
像
」
秋
山
清

「
八
月
十
五
日
の
老
人
た
ち
」
有
馬
頓
義

「
消
息
」
（
☆
杉
森
久
英
の
近
況
）

「
日
本
人
は
誤
解
し
て
い
る
ｌ
黒
人
問
題
に
つ
い
て
」
フ
ラ
ン
ク
．

Ｄ
・
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
卯
日
完

「
樹
木
と
く
す
り
」
陣
出
達
朗

「
遠
藤
周
作
著
『
宗
教
と
大
学
』
」
杉
捷
夫

「
北
国
俳
壇
七
月
賞
」
冨
安
風
生

「
北
国
歌
壇
七
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

「
文
芸
時
評
」
進
藤
純
孝

「
西
洋
語
学
の
先
覚
者
ハ
ビ
ア
ン
の
生
涯
」
山
森
青
硯

「
松
本
清
張
著
『
落
差
』
」
西
敏
明

「
コ
ー
ル
ド
ウ
ェ
ル
署
、
三
浦
朱
門
訳
「
黒
い
情
婦
』
」
木
島
始

「
無
責
任
時
代
」
陣
出
達
朗

「
十
返
肇
追
悼
」
田
村
泰
次
郎

「
佐
藤
春
夫
箸
『
詩
文
半
世
紀
」
山
本
健
吉

「
遺
志
つ
ぐ
新
際
会
」
土
師
清
二

「
短
詩
型
文
学
論
」
」
原
子
公
平

『
文
学
選
集
調
年
版
」
福
田
宏
年

四，
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〃
夕
「
武
田
泰
淳
著
「
ニ
セ
札
つ
か
い
の
手
記
』
」
村
松
剛

８
犀
星
碑
は
再
検
討
（
☆
記
事
）

〃
夕
「
吉
川
英
治
先
生
」
陣
出
達
朗

〃
夕
「
白
洲
正
子
箸
『
能
面
」
丸
岡
明

、
「
推
理
小
説
時
評
」
鈴
木
幸
夫

Ⅲ
「
蔵
原
惟
人
氏
と
の
一
時
間
」
森
井
道
男

〃
「
菊
村
到
著
『
遠
い
海
の
声
』
浅
野
郁
代

胆
夕
「
現
代
の
忍
術
」
陣
出
達
朗

〃
夕
「
文
学
に
見
る
近
代
日
本
の
足
跡
」
柳
田
泉
、
勝
本
清
一
郎
、
猪
野

謙
二
（
以
下
、
適
宜
掲
載
）

皿
「
郷
士
三
大
文
豪
展
に
よ
せ
て
」
新
保
千
代
子
、
藤
田
福
夫
、
殿
田

良
作

犯
「
北
国
歌
頃
八
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

〃
「
北
国
俳
域
八
月
賞
」
富
安
風
生
選

〃
夕
「
美
し
き
『
噸
の
浦
」
陣
出
達
朗

酊
夕
「
三
好
達
治
箸
『
草
上
記
』
」
黒
田
一
一
一
郎

羽
夕
「
ち
ょ
っ
と
待
て
」
陣
出
達
朗

、
１
夕
「
片
山
津
に
寄
せ
る
」
陣
出
達
朗

３
「
新
し
い
俳
人
格
を
み
る
」
金
子
兜
太

４
「
民
話
伝
承
の
家
」
小
倉
学

〃
反
省
の
色
も
な
い
検
察
当
局
、
来
沢
の
広
津
和
郎
氏
ら
語
る
（
☆

記
事
）

〃
夕
「
梅
崎
春
生
「
狂
い
凧
」
浅
見
淵

６
夕
「
イ
タ
リ
ア
抜
き
」
西
義
之

咀
夕
「
日
本
知
ら
ず
」
西
義
之

岨
「
広
津
和
郎
氏
と
の
一
時
間
」
（
☆
対
談
）

〃
「
杉
森
久
英
『
辻
政
信
』
西
敏
明

〃
「
小
田
実
「
大
地
と
星
輝
く
天
の
子
」
井
上
光
晴

〃
夕
『
金
沢
・
百
万
石
の
城
下
町
』
」
小
松
伸
六

卯
「
地
方
紙
へ
の
親
し
み
」
森
山
啓

皿
夕
「
「
宇
野
浩
二
回
想
』
」
吉
田
精
一

羽
「
北
国
歌
壇
九
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

〃
「
北
国
俳
壇
九
月
賞
」
冨
安
風
生
選

ｕ
３
「
百
姓
と
教
師
ｌ
文
化
の
真
の
あ
り
方
」
唐
木
順
三

〃
夕
「
作
者
の
一
一
一
一
口
葉
」
石
原
慎
太
郎

５
夕
「
き
れ
い
な
選
挙
へ
の
道
」
（
☆
座
談
会
、
平
林
た
い
子
他
）

８
夕
「
青
春
と
は
な
ん
だ
」
石
原
慎
太
郎
羽
．
、
．
Ⅳ
狐
回
完

〃
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
『
審
判
』
の
堀
田
善
衛
氏
」

、
「
最
近
の
推
理
小
説
」
鈴
木
幸
夫

〃
夕
「
後
藤
紀
一
箸
『
少
年
の
橋
』
日
沼
倫
太
郎

脂
百
姓
一
き
を
書
き
た
い
、
陣
出
達
朗
氏
が
四
年
ぶ
り
来
県
（
☆
記

事
）

〃
「
作
家
近
況
『
検
事
城
戸
明
」
の
佐
賀
潜
氏
」

四
「
旅
の
恥
は
か
き
す
て
」
杉
本
苑
子

加
夕
「
北
国
柳
壇
十
月
賞
」
麻
生
路
郎
選

皿
「
藤
原
審
爾
『
結
婚
ま
で
を
」
福
田
茂
夫

〃
「
三
島
由
紀
夫
『
午
後
の
曳
航
』
」
森
井
道
男

理
「
論
評
へ
の
不
信
の
要
ｌ
文
壇
改
革
の
出
発
点
」
進
藤
純
孝

〃
「
二
つ
の
パ
リ
」
国
本
克
巳
、
北
浜
淳

〃
夕
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
『
太
宰
治
お
ぼ
え
が
き
』
の
山
岸
外
史
氏
」

〃
夕
「
書
評
『
ア
テ
ネ
に
死
す
』
」
篠
田
一
士

型
「
二
つ
の
”
ま
さ
か
〃
ｌ
ケ
ネ
デ
ィ
暗
殺
事
件
に
思
う
」
小
田
実

現
「
北
国
歌
壇
十
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

〃
「
北
国
俳
壇
十
月
賞
」
富
安
風
生
選

〃
「
沢
田
美
喜
『
黒
い
肌
と
白
い
心
」
浅
野
郁
代

皿
１
夕
「
ケ
ネ
デ
ィ
夫
人
の
印
象
」
水
芦
光
子

師



森：『北國新聞」文芸関係記事年表稿（昭和篇⑨．完）
〃
夕
「
書
評
・
エ
フ
ト
シ
ェ
ン
コ
「
早
す
ぎ
る
自
叙
伝
』
」
大
江
健
三
郎

２
「
現
代
短
歌
の
回
復
の
目
ｌ
『
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
性
格
、
功
罪
」
葛
原

繁

〃
「
書
評
・
梅
崎
春
生
『
狂
ひ
凧
』
西
敏
明

３
歌
人
佐
佐
木
信
綱
氏
死
去
（
☆
記
事
）

５
「
遅
れ
て
い
る
法
律
ｌ
サ
ド
裁
判
の
二
審
を
聞
い
て
」
遠
藤
周
作

６
「
あ
る
歌
会
Ⅱ
農
家
の
主
婦
た
ち
は
う
た
う
Ⅱ
」
永
瀬
清
子

７
「
待
ち
か
ね
し
五
輪
」
サ
ト
ウ
・
ハ
チ
ロ
ー

８
夕
「
持
ち
時
間
」
水
芦
光
子

Ⅲ
「
書
評
・
舟
橋
聖
一
「
あ
る
女
の
遠
景
」
太
田
順
子

ｕ
夕
「
書
評
・
円
地
文
子
『
鹿
島
綺
諏
」
進
藤
純
孝

皿
「
蕉
門
作
家
と
方
一
一
一
一
口
に
つ
い
て
」
芦
田
高
子

、
「
市
田
渡
歌
集
「
梅
擬
』
津
田
嘉
信

胆
夕
「
ち
か
ご
ろ
の
女
人
」
水
芦
光
子

理
夕
「
雪
き
た
る
」
水
芦
光
子

師
「
詩
集
「
飢
」
浜
口
国
雄
著
」
西
敏
明

〃
「
片
手
の
鳴
る
音
ｌ
米
の
新
作
家
サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
の
諸
作
」
鶴
羽
伸

子

〃
夕
「
北
国
柳
壇
十
二
月
賞
」
麻
生
路
郎
選

羽
「
往
日
ひ
く
安
部
、
川
端
の
二
作
ｌ
新
年
号
の
文
芸
雑
誌
か
ら
」
佐
々

木
基
一

〃
「
引
っ
越
し
癖
」
瀬
戸
内
晴
美

〃
「
北
国
歌
壇
十
一
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

〃
「
北
国
俳
壇
十
一
月
賞
」
冨
安
風
生
選

〃
夕
「
逝
く
年
」
水
芦
光
子

昭
和
三
十
九
年

１
１
「
青
年
へ
の
提
一
一
一
一
巨
石
原
慎
太
郎

〃
「
雪
の
女
神
へ
」
森
山
啓

〃
「
新
し
い
夫
婦
像
を
さ
ぐ
る
」
（
☆
座
談
会
、
武
田
泰
棹
、
佐
藤
愛

子
、
岡
本
太
郎
）

３
「
新
年
文
芸
入
選
作
」
（
☆
短
編
小
説
、
川
柳
、
短
歌
、
俳
句
）

〃
「
選
者
近
詠
」
近
藤
芳
美
、
冨
安
風
生
、
麻
生
路
郎

５
夕
「
だ
ら
」
水
芦
光
子

９
発
売
と
同
時
に
売
り
切
れ
る
、
ソ
連
語
訳
歌
集
「
芦
田
高
子
選
集
」

（
☆
記
事
）

、
「
書
評
・
『
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
生
涯
』
」
浅
野
郁
代

〃
夕
「
書
評
・
三
島
由
紀
夫
『
剣
」
」
長
谷
川
四
郎

皿
「
文
学
と
友
情
」
高
橋
和
巳

〃
廃
品
の
中
か
ら
〃
万
葉
春
日
本
〃
（
☆
記
事
）

〃
夕
「
成
人
式
に
思
う
」
水
芦
光
子

⑬
「
新
年
創
作
第
一
席
入
選
作
・
台
風
」
鹿
島
茂
咀
日
３
回
完

Ⅳ
「
能
登
と
尾
崎
紅
葉
」
蒲
生
欣
一
郎

〃
夕
「
書
評
・
井
上
靖
箸
「
続
し
る
ば
ん
ば
」
」
小
松
伸
六

四
「
最
大
の
短
編
作
家
’
九
十
歳
を
迎
え
る
モ
ー
ム
」
田
中
睦
夫

〃
夕
「
裁
判
」
水
芦
光
子

躯
「
文
学
の
中
の
織
り
物
」
前
多
一
則

型
「
芥
川
賞
、
直
木
賞
の
三
人
」
久
保
田
正
文
、
瀬
沼
茂
樹
、
戸
板
康

〃
「
作
者
の
言
葉
」
阿
川
弘
之

羽
「
と
に
も
か
く
に
も
」
阿
川
弘
之
羽
．
８
．
７
皿
回
完

２
３
夕
「
小
さ
な
こ
と
」
沢
木
欣
一

６
「
北
国
俳
壇
一
月
賞
」
冨
安
風
生
選

〃
「
北
国
歌
壇
一
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

７
「
消
息
」
（
☆
杉
森
久
英
の
こ
と
）
無
署
名

一へ
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夕夕

２０１８１７

夕

６１５ ３〃１１１０
夕

９８ノノノノ

タタ

〃〃

「
未
成
年
者
と
た
ば
こ
」
梶
井
重
雄

「
書
評
・
瀬
戸
内
晴
美
『
女
徳
」
八
木
義
徳

「
卑
屈
に
な
る
な
」
遠
藤
周
作

「
推
理
小
説
の
宿
命
ｌ
最
近
の
作
品
か
ら
」
鈴
木
幸
夫

犀
星
文
学
碑
、
来
月
三
十
日
に
除
幕
式
（
☆
記
事
）

「
ま
だ
ま
だ
戦
後
」
沢
木
欣
一

「
建
国
記
念
日
に
つ
い
て
」
坂
西
志
保

「
空
海
と
書
道
」
吉
田
北
辰

「
停
滞
感
じ
る
詩
の
世
界
」
伊
藤
信
吉

「
書
評
・
瀬
戸
内
晴
美
『
ブ
ル
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
森
井
道
男

「
注
文
の
二
、
三
」
遠
藤
周
作

「
現
代
芸
術
論
争
に
思
う
」
中
村
慎
吉

「
職
人
の
手
仕
事
」
沢
木
欣
一

「
鴎
外
と
金
沢
」
藤
田
福
夫

「
ア
ラ
ビ
ア
の
ロ
レ
ン
ス
」
大
沢
衛

「
換
・
草
平
・
秋
声
」
藤
田
福
夫

「
詩
を
売
る
店
」
秋
谷
豊

「
早
か
っ
た
四
十
年
ｌ
尾
崎
士
郎
を
悼
む
」
坪
田
護
拾

「
書
評
・
長
谷
川
四
郎
箸
『
目
下
旧
聞
編
芒
小
島
信
夫

「
書
評
・
『
日
本
の
文
学
谷
崎
潤
一
郎
（
二
』
」
福
田
宏
年

「
書
評
・
高
島
筍
雄
句
集
「
往
診
』
」
北
市
都
黄
男

尾
崎
氏
、
文
化
功
労
者
に
、
故
人
で
は
じ
め
て
の
受
賞
（
☆
記
事
）

「
く
く
た
ち
」
黒
田
桜
の
園

「
輪
島
の
柚
く
し
」
沢
木
欣
一

古
田
健
一
さ
ん
、
ひ
ょ
っ
こ
り
来
県
（
☆
記
事
）

「
石
川
達
三
箸
『
傷
だ
ら
け
の
山
河
」
」
太
田
順
子

「
作
家
訪
問
・
幅
ひ
ろ
い
石
川
文
学
」
無
署
名

「
鏡
花
の
手
紙
二
通
」
藤
田
福
夫

記
「
し
ぶ
い
ｌ
利
休
忌
に
よ
せ
て
」
針
生
一
郎

〃
「
春
を
呼
ぶ
知
恵
」
林
屋
辰
三
郎

３
１
「
雛
の
膳
」
新
保
千
代
子

〃
「
三
月
号
の
文
芸
雑
誌
」
佐
々
木
基
一

２
夕
「
実
感
」
沢
木
欣
一

３
「
書
評
・
『
父
・
夏
目
漱
石
」
浅
野
郁
代

〃
『
井
上
光
晴
詩
集
』
関
根
弘

〃
「
岩
倉
政
治
箸
『
田
螺
の
う
た
』
西
敏
明

６
夕
「
電
話
塔
」
梶
井
重
雄

８
「
鶯
餅
」
綱
村
流
水

９
夕
「
小
事
」
沢
木
欣
一

Ⅲ
「
作
者
の
言
葉
」
山
手
樹
一
郎

〃
「
推
理
小
説
時
評
」
鈴
木
幸
夫

〃
「
書
評
・
唐
木
順
三
箸
『
無
常
』
」
杉
浦
明
平

〃
「
北
国
俳
壇
二
月
賞
」
冨
安
瓜
生
選

岨
夕
「
梅
見
」
沢
木
欣
一

卯
「
百
万
人
の
小
説
家
ｌ
山
手
樹
一
郎
小
論
」
小
松
伸
六

〃
「
作
者
訪
問
・
山
手
樹
一
郎
さ
ん
」
無
署
名

〃
「
北
国
歌
壇
二
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

皿
「
青
雲
燃
え
る
」
山
手
樹
一
郎
如
・
３
．
２
惣
回
完

泌
夕
「
輪
島
の
朝
市
」
沢
木
欣
一

卯
夕
「
桐
生
悠
々
の
こ
と
」
沢
木
欣
一

４
３
夕
「
軽
率
だ
っ
た
ｌ
原
作
者
と
し
て
映
画
に
出
演
す
る
の
弁
」
戸
川
昌

子

５
「
高
尾
の
筍
」
浜
口
国
雄

７
「
円
地
文
子
『
雪
燃
え
」
太
田
順
子

９
「
泥
中
の
ハ
ス
」
西
谷
啓
治

〃
「
ハ
ス
博
士
と
加
賀
蓮
根
」
田
中
喜
男

七
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「
西
村
通
男
『
海
商
三
代
』
」
下
出
積
子

「
著
者
西
村
通
男
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
無
署
名

「
三
島
由
紀
夫
『
喜
び
の
琴
」
」
西
敏
明

「
北
国
俳
壇
三
月
賞
」
富
安
風
生
選

「
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
魅
力
」
飯
島
小
平
、
尾
崎
宏
次

「
北
国
歌
壇
三
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

「
処
女
出
版
の
記
ｌ
小
説
「
徴
さ
ん
」
の
生
ま
れ
る
ま
で
」
熊
谷
宗

秀「
な
げ
や
り
な
書
き
方
ｌ
見
過
ご
せ
ぬ
新
人
の
態
度
」
進
藤
純
孝

「
現
代
俳
句
の
前
衛
ｌ
季
節
の
み
が
す
べ
て
で
な
い
」
金
子
兜
太

詩
「
五
月
の
詩
」
井
上
啓
二

「
有
馬
頼
義
署
「
あ
る
恋
の
た
め
に
」
福
田
茂
夫

「
あ
や
め
咲
く
ｌ
父
犀
星
の
思
い
出
」
室
生
朝
子

「
犀
星
の
周
辺
ｌ
新
人
を
世
に
送
る
者
」
藤
田
福
夫

「
文
学
者
よ
い
で
よ
」
川
口
久
雄

犀
星
文
学
碑
除
幕
式
（
☆
記
事
）

「
北
杜
夫
著
『
楡
家
の
人
び
と
」
荒
正
人

佐
藤
春
夫
氏
急
死
（
☆
記
事
）

「
寛
仁
の
人
ｌ
佐
藤
春
夫
氏
を
い
た
む
」
奥
野
信
太
郎

『
母
の
日
」
に
よ
せ
て
ｌ
母
自
慢
」
平
岩
弓
枝

「
啄
木
と
小
奴
の
こ
と
」
若
林
の
ぶ

「
加
能
作
次
郎
の
一
背
景
ｌ
未
公
開
の
日
記
か
ら
」
無
署
名

「
小
島
政
二
郎
『
わ
が
古
典
鑑
賞
」
」
浅
野
郁
代

「
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
表
現
」
埴
谷
雄
高

「
北
国
俳
壇
四
月
賞
」
冨
安
風
生
選

「
北
国
歌
壇
四
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

「
石
垣
綾
子
著
『
赤
い
お
ん
な
」
西
敏
明

「
三
島
由
紀
夫
署
『
私
の
遍
歴
時
代
」
」
森
井
道
男

６

１６１５１２５４２

夕

７

１２９〃 ９2５ ノ２３ ノ２ノ３ノ７ ノＩ

二
時
期
を
画
し
た
佐
藤
氏
の
死
」
佐
々
木
基
一

「
書
評
・
芝
木
好
子
『
丸
ノ
内
八
号
館
」
」
平
田
次
三
郎

「
書
評
・
大
江
健
三
郎
『
日
常
生
活
の
冒
険
」
」
奥
野
健
男

鏡
花
文
学
碑
の
建
設
決
ま
る
（
☆
記
事
）

「
作
者
の
言
葉
」
村
上
元
一
一
一

「
書
評
・
井
上
靖
「
城
砦
」
森
井
道
男

「
書
評
・
小
林
秀
雄
「
考
え
る
ヒ
ン
ト
」
河
上
徹
太
郎

「
女
が
仕
事
を
す
る
と
き
」
瀬
戸
内
晴
美

「
砂
の
女
』
と
鏡
花
文
学
」
村
田
健
治

「
混
乱
す
る
日
本
語
」
長
田
恒
雄

「
北
国
歌
壇
五
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

「
お
も
し
ろ
い
仕
事
ｌ
村
上
元
三
の
小
説
と
考
え
方
」
土
師
清
一
一

「
本
紙
連
載
小
説
作
家
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
村
上
元
三
氏
」

「
書
評
・
リ
リ
ア
ス
ミ
ス
『
児
童
文
学
論
」
岸
田
衿
子

「
群
盗
往
来
」
村
上
元
三
如
・
７
．
卯
迦
回
完

「
文
学
と
政
治
の
協
力
Ⅱ
日
本
近
代
文
学
館
運
動
の
意
義
」
太
田
三

郎「
意
味
の
形
象
の
世
界
Ⅱ
ピ
カ
ソ
展
を
見
て
」
開
高
健

「
痛
烈
な
佐
藤
春
夫
批
判
」
奥
野
健
男

姿
消
し
た
金
沢
の
文
学
、
講
師
の
小
松
さ
ん
来
県
（
☆
記
事
）

「
最
近
の
新
人
の
兆
候
」
小
松
伸
六

「
批
評
家
へ
の
批
判
」
巌
谷
大
四

「
北
国
歌
壇
」
近
藤
芳
美
選

「
尾
崎
士
郎
著
『
小
説
四
十
六
年
」
木
山
捷
平

「
犬
丸
さ
ん
の
思
い
出
ｌ
歌
集
「
海
表
』
を
よ
ん
で
」
密
田
良
二

「
山
崎
豊
子
著
「
花
紋
」
浅
野
郁
代

「
北
国
俳
壇
五
月
賞
」
冨
安
風
生
選

新
し
い
鏡
花
の
文
学
碑
、
除
幕
式
は
九
月
（
☆
記
事
）

八
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「
ア
メ
リ
カ
に
多
い
合
作
小
説
」
篠
田
一
士

「
北
国
俳
壇
六
月
賞
」
富
安
風
生
選

「
芥
川
賞
の
柴
田
翔
君
」
西
義
之

「
本
多
顕
彰
箸
『
歎
異
抄
入
門
」
福
田
茂
夫

「
石
坂
洋
次
郎
著
「
金
の
糸
・
銀
の
糸
」
太
田
順
子

「
北
国
柳
壇
」
麻
生
路
郎
選

「
作
者
の
一
一
一
一
口
葉
」
有
吉
佐
和
子

「
大
仏
次
郎
署
「
パ
リ
燃
ゆ
・
上
巻
」
杉
捷
夫

「
永
井
竜
男
著
『
大
の
虫
小
の
虫
』
浅
見
淵

「
北
国
歌
壇
」
近
藤
芳
美
選

「
北
国
俳
壇
七
月
賞
」
富
安
風
生
選

「
新
蝶
々
夫
人
」
有
吉
佐
和
子
蛆
・
６
・
皿
知
回
完

「
篠
田
一
士
箸
『
伝
統
と
文
学
」
関
根
弘

「
加
年
の
流
れ
」
（
☆
座
談
会
、
広
津
和
郎
、
松
本
清
張
、
松
島
栄
ご

「
三
代
の
敗
戦
体
験
」
成
瀬
正
勝
、
山
田
宗
睦
、
藤
島
泰
輔

「
吉
屋
信
子
箸
『
底
の
ぬ
け
た
柄
杓
」
安
住
敦

「
北
国
歌
壇
七
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

「
宿
な
し
の
ま
い
ご
Ⅱ
文
学
者
の
晩
年
」
山
室
静

「
あ
る
日
の
三
島
由
紀
夫
氏
」
安
宅
夏
夫

「
九
月
号
の
文
芸
雑
誌
」
奥
野
健
男

「
外
国
語
」
寺
崎
浩

「
小
田
実
著
『
壁
を
破
る
」
片
桐
ユ
ズ
ル

「
依
田
新
編
『
テ
レ
ビ
の
児
童
に
及
ぼ
す
影
響
』
西
敏
明

「
東
京
五
輪
に
望
む
Ⅱ
た
っ
た
一
つ
で
も
い
い
」
石
原
慎
太
郎

詩
「
九
月
の
詩
。
翼
」
浜
口
国
雄

「
柴
田
翔
著
「
さ
れ
ど
わ
れ
ら
が
日
々
ｌ
」
森
井
道
男

「
小
島
政
二
郎
箸
『
葛
飾
北
斎
」
浅
見
淵

「
北
国
歌
壇
」
近
藤
芳
美
達

１０

ノ１４１２１１〃８２８２０

夕

2１１８ ノ１８１６〃１５ノ １８ノノノノ１７〃〃ノ ４

「
芥
川
實
の
功
罪
」
小
松
伸
六

「
新
し
い
季
題
」
エ
ド
ワ
ー
ド
．
Ｇ
・
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー

「
広
津
和
郎
箸
『
松
川
事
件
と
裁
判
」
戒
能
通
孝

「
北
国
歌
壇
八
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

「
児
童
文
学
の
火
よ
燃
え
よ
」
勝
尾
金
弥

「
永
杉
喜
輔
箸
「
下
村
湖
人
ｌ
そ
の
人
と
作
品
』
上
笙
｜
郎

「
北
国
俳
壇
八
月
賞
」
富
安
風
生
選

「
共
産
党
か
ら
処
分
を
う
け
た
中
野
重
治
氏
」
無
署
名

「
郷
土
の
国
学
者
高
橋
冨
兄
翁
を
し
の
ぶ
」
桑
山
周
一

「
文
学
に
現
わ
れ
た
愛
の
す
が
た
」
森
井
道
男
、
日

三
島
由
紀
夫
氏
ら
敗
訴
「
宴
の
あ
と
」
裁
判
（
☆
記
事
）

「
紅
葉
美
し
い
那
谷
の
秋
」
大
瀬
飛
天

「
北
国
俳
壇
」
富
安
風
生
選

「
平
和
な
日
本
を
見
直
す
ｌ
色
と
響
き
の
供
宴
」
大
仏
次
郎

「
創
刊
三
十
周
年
の
あ
ら
う
み
」
杉
原
竹
女
（
☆
談
話
）

「
西
東
登
署
『
蟻
の
木
の
下
で
』
中
田
耕
治

「
安
田
武
著
『
戦
争
文
学
論
』
」
作
田
啓
一

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
ド
イ
ツ
か
ら
帰
っ
た
芥
川
賞
作
家
柴
田
翔
」

「
作
者
の
言
葉
」
梶
山
季
之

「
五
輪
観
戦
記
」
大
江
健
三
郎

「
五
輪
観
戦
記
」
安
岡
章
太
郎

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
梶
山
季
之
氏
」

「
梶
山
季
之
氏
の
こ
と
」
巌
谷
大
四

「
北
国
歌
壇
」
近
藤
芳
美
選

「
文
学
に
現
わ
れ
た
愛
の
す
が
た
・
三
島
由
紀
夫
『
潮
騒
」
」
森
井

道
男

「
て
や
ん
で
二
梶
山
季
之
如
・
９
．
配
皿
回
完

「
北
国
俳
壇
九
月
賞
」
富
安
風
生
選

九
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「
北
国
歌
壇
十
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

「
北
国
俳
壇
十
月
賞
」
富
安
風
生
選

「
三
島
由
紀
夫
箸
「
絹
と
明
察
」
」
篠
田
一
士

「
文
芸
の
盗
作
問
題
」
大
熊
信
行

「
北
国
柳
壇
」
麻
生
路
郎
選

「
ふ
る
さ
と
の
味
・
こ
ぬ
か
イ
ワ
シ
」
杉
原
竹
女

「
中
西
悟
堂
著
「
定
本
野
鳥
記
」
木
村
久
吉

「
山
岡
荘
人
著
「
毛
利
元
就
・
上
下
」
福
田
茂
夫

詩
「
十
二
月
の
詩
」
釣
川
栄

「
原
田
康
子
署
『
望
郷
」
駒
田
匡

「
未
来
の
広
告
」
小
松
左
京

「
新
聞
広
告
に
夢
を
」
曽
野
綾
子

「
詩
人
の
朝
」
尾
崎
喜
入

「
安
部
公
房
著
「
他
人
の
顔
」
星
」

「
原
田
康
子
箸
『
望
郷
」
駒
田
信
一

「
渋
沢
龍
彦
著
「
サ
ド
侯
爵
の
生
涯
」
埴
谷
雄
高

「
五
輪
観
戦
記
」
水
上
勉

「
野
本
さ
ん
の
句
集
の
こ
と
」
小
松
砂
丘

「
北
国
歌
壇
九
月
賞
」
近
藤
芳
美

「
主
婦
と
読
書
」
平
岩
弓
枝

「
大
仏
次
郎
君
の
受
賞
を
祝
う
」
鈴
木
信
太
郎

「
ｎ
月
号
の
文
芸
雑
誌
か
ら
」
奥
野
健
男

「
仕
事
は
不
老
の
術
」
萩
原
井
泉
水

「
北
国
柳
壇
」
麻
生
路
郎
選

「
文
学
賞
の
皮
肉
」
佐
伯
彰
一

「
長
谷
章
久
著
『
芭
蕉
ｌ
そ
の
旅
と
史
蹟
』
」
井
本
農
一

「
邦
光
史
郎
箸
『
人
間
動
物
園
」
金
子
曽
政

「
豊
田
正
子
著
「
お
ゆ
き
①
②
』
」
西
敏
明

「
〃
国
産
品
〃
を
大
事
に
．
子
供
向
け
ド
ラ
マ
雑
感
」
山
中
恒

星
新
一

１

〃１ ３１〃２８２７２６２４ノノ２２１９ノノ１３８３

夕

ノ３ ３〃

「
石
川
県
の
県
鳥
」
中
西
悟
堂

「
ヘ
ソ
ク
リ
必
要
論
」
山
口
瞳

「
新
生
二
十
年
」
河
上
徹
太
郎

「
日
本
人
の
影
」
江
藤
淳

「
作
者
の
こ
と
ば
」
（
☆
明
日
夕
刊
か
ら
連
載
の
『
霜
柱
二
十
年
」
）

森
山
啓

「
冬
芝
」
（
☆
短
歌
５
首
）
近
藤
芳
美

「
鄙
の
春
」
（
☆
俳
句
５
句
）
冨
安
風
生

「
迎
春
」
（
☆
川
柳
５
句
）
麻
生
路
郎

「
十
二
月
の
文
芸
雑
誌
評
」
奥
野
健
男

「
ミ
イ
ラ
取
り
の
ミ
イ
ラ
、
作
家
転
じ
て
〃
古
書
魔
〃
に
」
稲
垣
史

生「
眼
中
の
句
’
十
二
月
ｌ
」
楠
本
憲
吉

「
北
国
柳
壇
」
麻
生
路
郎
選

「
成
功
し
た
一
三
１
ヨ
ー
ク
の
能
公
演
」
山
崎
正
和

「
未
来
は
長
い
Ｉ
Ｓ
Ｆ
と
テ
レ
ビ
」
星
新
一

「
北
国
俳
壇
十
一
月
賞
」
富
安
風
生
選

「
北
国
歌
壇
十
一
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

「
１
９
６
４
年
の
顔
・
作
家
大
仏
次
郎
氏
」
無
署
名

「
こ
と
し
の
読
書
か
ら
・
日
本
文
学
」
青
山
克
弥

「
三
好
達
治
箸
『
月
の
十
日
」
」
木
原
孝
一

「
あ
れ
か
ら
一
年
・
大
交
響
楽
の
な
か
で
」
芦
田
高
子

「
新
年
号
の
文
芸
雑
誌
」
（
☆
特
に
三
島
と
円
地
）
佐
伯
彰
一

「
こ
と
し
の
読
書
か
ら
・
県
人
の
創
作
活
動
」
西
村
通
男

「
池
田
弥
一
一
一
郎
他
編
・
久
保
田
方
太
郎
回
想
」
平
田
次
三
郎

昭
和
四
十
年

○
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〃
「
新
年
文
芸
入
選
作
」
（
☆
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
）

〃
「
随
想
．
｜
月
」
渡
辺
一
夫

４
「
女
の
生
き
方
」
（
☆
対
談
）
野
上
弥
生
子
・
羽
仁
説
子

〃
夕
「
霜
柱
二
十
年
ｌ
回
想
録
ふ
る
さ
と
文
化
史
抄
」
森
山
啓

７
「
雪
に
つ
い
て
」
（
☆
詩
）
森
田
章
稔

９
「
即
世
紀
詩
壇
の
巨
星
ｌ
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
を
い
た
む
」
安
藤

一
郎

〃
夕
「
雪
の
宿
」
松
本
清
張

〃
夕
「
北
国
柳
壇
」
麻
生
路
郎
選

Ⅲ
「
文
学
と
理
想
主
義
ｌ
日
本
で
育
た
ぬ
要
因
」
手
塚
富
雄

田
「
第
一
歩
の
年
の
こ
と
」
新
保
千
代
子

Ⅲ
『
期
待
さ
れ
る
人
間
像
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（
☆
対
談
）
高
坂
正
顕
・

大
江
健
三
郎

〃
「
成
人
式
は
こ
れ
で
い
い
か
」
古
谷
綱
武

〃
「
ア
ン
ケ
ー
ト
・
は
た
ち
の
頃
の
愛
読
書
」
佐
多
稲
子
ほ
か
二
人
。

巧
夕
「
歌
会
始
め
お
題
発
表
」

咽
「
ロ
ー
マ
法
王
の
権
力
」
三
浦
朱
門

〃
「
眼
中
の
句
’
一
月
ｌ
」
楠
本
憲
吉

〃
夕
「
星
新
一
箸
『
夢
魔
の
標
的
Ｅ
権
田
万
拾

四
「
加
波
扇
を
追
跡
す
る
」
八
田
健
一

〃
「
む
ず
か
し
い
実
在
人
物
Ｉ
う
ず
潮
に
明
け
暮
れ
た
一
年
」
田
中
澄

江

〃
「
高
尾
山
、
消
え
た
昔
の
ユ
メ
」
山
口
瞳

〃
「
北
国
歌
壇
」
近
藤
芳
美
選

皿
「
詩
の
青
春
と
老
年
」
情
岡
卓
行

〃
「
日
本
へ
の
回
帰
ｌ
河
井
酔
茗
氏
を
悼
む
」
安
東
次
男

〃
「
二
月
の
文
芸
雑
誌
か
ら
」
佐
伯
彰
一

躯
「
直
木
賞
作
家
を
語
る
」
清
水
基
吉
、
和
田
芳
恵

〃
「
芥
川
、
直
木
賞
の
選
考
経
過
」

記
「
芹
沢
光
治
良
著
「
人
間
の
運
命
Ｅ
浅
見
淵

沁
夕
「
直
木
賞
作
家
と
女
ど
こ
ろ
」
小
松
伸
六

躯
「
石
川
達
三
署
『
私
ひ
と
り
の
私
』
」
浅
野
郁
代

〃
「
安
部
公
房
『
無
関
係
な
死
』
『
水
中
都
市
」
大
岡
信

２
２
夕
「
北
国
柳
壇
」
麻
生
路
郎
選

６
「
野
口
富
士
男
著
『
徳
田
秋
声
伝
」
和
座
幸
子

〃
「
中
山
義
秀
著
『
咲
庵
』
西
敏
明

〃
「
北
国
俳
壇
一
月
賞
」
富
安
風
生
選

９
「
私
は
そ
れ
を
仏
と
呼
ぶ
ｌ
現
代
と
宗
教
」
本
多
顕
彰

ｕ
「
紀
元
節
の
復
活
」
家
永
三
郎

⑫
「
思
想
の
無
風
状
態
ｌ
女
性
作
家
の
進
出
に
思
う
ｌ
」
村
松
剛

⑬
「
北
国
歌
壇
一
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

咀
「
岡
村
昭
彦
署
「
南
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
従
軍
記
」
城
戸
又
一

Ⅳ
「
洋
服
の
セ
ン
ス
で
気
軽
に
」
宇
野
千
代

⑲
「
数
々
の
神
話
は
消
え
た
」
村
松
剛

卯
「
森
山
重
雄
署
『
中
世
と
近
世
の
原
像
」
杉
浦
明
平

〃
「
〃
ネ
ク
サ
ス
〃
に
見
る
ミ
ラ
ー
の
自
画
像
」
牧
田
徳
元

肥
「
作
者
の
こ
と
ば
」
大
仏
次
郎

躯
夕
南
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
開
高
健
氏
帰
る
（
☆
記
事
）

３
２
「
三
月
の
詩
・
断
層
」
吉
田
美
那
子

〃
「
鞍
馬
天
狗
へ
の
期
待
〃
大
仏
文
学
へ
の
系
譜
〃
」
無
署
名

〃
大
薮
春
彦
つ
か
ま
る
、
ラ
イ
フ
ル
な
ど
押
収
（
☆
記
事
）

３
「
鞍
馬
天
狗
地
獄
太
平
記
」
大
仏
次
郎
如
・
９
．
妬
狐
回

一
元

６
「
石
原
慎
太
郎
著
『
青
春
と
は
な
ん
だ
』
福
田
茂
夫

〃
「
井
上
靖
箸
『
羅
刹
女
国
』
」
森
井
道
男

〃
「
和
辻
哲
郎
箸
「
故
国
の
妻
へ
」
魚
津
郁
夫
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犀
星
の
生
家
（
☆
記
事
）

「
北
国
歌
壇
」
近
藤
芳
美
選

「
北
国
俳
壇
」
冨
安
風
生
選

「
ど
根
性
④
杉
森
久
英
」
無
署
名

「
山
田
宗
睦
著
『
危
険
な
思
想
家
」
』
柚
正
夫

「
永
井
路
子
箸
「
炎
環
」
西
敏
明

「
渡
辺
三
男
箸
『
裏
切
者
』
」
金
子
曽
政

「
日
本
語
話
せ
ぬ
？
日
本
人
」
木
下
順
二

「
北
国
歌
壇
二
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

「
中
村
真
一
郎
著
『
空
中
庭
園
』
栗
田
勇

「
松
本
清
張
著
「
彩
色
江
戸
切
絵
図
』
太
田
順
子

「
北
国
俳
壇
二
月
賞
」
富
安
風
生
選

「
ど
根
性
④
中
西
悟
堂
氏
」
無
署
名

「
山
本
健
吉
著
『
こ
と
ば
の
歳
時
記
」
浅
野
郁
代

「
加
藤
惣
吉
編
「
続
白
山
紀
行
」
浅
香
年
木

「
川
添
登
箸
「
都
市
と
文
明
」
飯
沢
匡

「
「
芸
」
と
『
芸
術
』
江
藤
淳

「
文
学
の
多
面
化
ｌ
現
代
文
芸
の
状
況
」
進
藤
純
孝

「
四
月
の
文
芸
作
品
」
佐
伯
彰
一

「
新
刊
紹
介
」
（
☆
「
能
登
文
芸
」
ｎ
号
「
笛
」
羽
号
他
）

「
日
韓
会
談
の
仮
調
印
に
思
う
」
梶
山
季
之

「
中
野
重
治
著
「
眺
め
」
進
藤
純
孝

「
壺
井
栄
著
『
海
の
音
」
西
敏
明

「
北
国
柳
壇
」
麻
生
路
郎
選

「
秋
声
の
周
辺
ｌ
野
口
富
士
男
さ
ん
を
た
ず
ね
て
ｌ
」
無
署
名

「
こ
わ
い
作
家
の
目
ｌ
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賛
」
佐
藤
朔

「
秋
田
雨
雀
日
記
』
（
第
一
巻
ご
村
山
知
義

「
犀
星
と
俳
句
と
金
沢
ｌ
『
犀
星
俳
文
学
賞
」
設
定
に
よ
せ
て
」
山

本
清
嗣

〃
「
推
理
小
説
昨
今
」
日
影
丈
吉

〃
「
北
国
歌
壇
三
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

塑
「
北
国
俳
壇
三
月
賞
」
冨
安
風
生
選

躯
「
佐
多
稲
子
箸
「
生
き
る
と
い
う
こ
と
』
浅
野
郁
代

５
３
夕
「
子
規
の
句
か
ら
」
高
島
筍
雄

４
「
五
月
」
渡
辺
一
夫

〃
「
鴎
外
に
み
る
明
治
の
象
徴
」
吉
田
精
一

〃
「
な
ぜ
評
論
家
が
小
説
を
書
く
か
ｌ
臼
井
吉
見
氏
の
場
合
」
無
署
名

７
「
山
本
清
嗣
句
集
『
ぼ
だ
い
じ
ゅ
」
西
村
公
鳳

〃
「
ボ
ー
ヴ
オ
ワ
ー
ル
箸
『
お
だ
や
か
な
死
』
太
田
順
子

〃
「
北
国
歌
壇
」
近
藤
芳
美
選

ｕ
「
芸
術
運
動
の
現
状
と
課
題
」
針
生
一
郎

〃
「
水
ぬ
る
む
季
節
の
訪
れ
」
村
田
為
五
郎

Ⅲ
「
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ア
シ
モ
フ
箸
『
空
想
自
然
科
学
入
門
』
小
松
左

一泉

咀
「
北
国
俳
壇
四
月
賞
」
富
安
風
生
選

旧
「
近
代
化
の
具
と
な
っ
た
演
劇
、
文
学
」
村
松
剛

〃
「
訪
ソ
中
の
井
上
靖
氏
」
（
☆
コ
ラ
ム
）

〃
「
北
国
歌
壇
四
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

別
「
幸
福
な
境
地
に
は
い
る
に
は
」
久
保
田
正
文

皿
「
風
致
保
存
の
門
題
」
吉
野
秀
雄

〃
夕
「
ど
っ
ち
が
危
険
か
？
登
山
と
ド
ラ
イ
ブ
と
」
新
田
次
郎

〃
夕
金
沢
は
変
わ
っ
た
ネ
、
円
地
文
子
金
沢
入
り
（
☆
記
事
）

犯
「
杉
森
久
英
著
『
啄
木
の
悲
し
き
生
涯
』
西
敏
明

〃
「
著
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
杉
森
久
英
氏
」

〃
「
書
評
『
座
談
会
・
大
正
文
学
史
』
」
稲
垣
達
郎

妬
「
よ
い
〃
目
〃
よ
い
〃
耳
〃
」
永
井
路
子
（
☆
講
演
要
旨
）
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「
児
童
文
学
の
課
題
」
滑
川
道
夫

「
女
流
文
学
の
周
辺
」
（
☆
対
談
）
円
地
文
子
・
永
井
路
子

「
亀
井
勝
一
郎
著
『
愛
の
無
常
に
つ
い
て
』
磯
田
光
一

「
『
危
険
な
思
想
家
』
の
著
者
・
山
田
宗
睦
氏
に
聞
く
」

「
來
竹
桃
」
（
☆
詩
）
安
宅
夏
夫

「
犀
星
は
金
沢
人
だ
っ
た
、
詩
人
の
伊
藤
信
吉
さ
ん
」
（
☆
記
事
）

「
円
地
文
子
著
『
小
町
変
相
』
福
田
茂
夫

「
犀
星
俳
文
学
賞
に
思
う
」
大
瀬
飛
天

「
作
者
の
言
葉
」
水
上
勉

「
鷹
の
鈴
」
水
上
勉
虹
．
５
．
１
汕
回
完

「
『
金
子
光
晴
新
詩
集
Ｉ
Ｌ
」
金
子
曽
政

「
北
杜
夫
署
『
牧
神
の
午
後
Ｅ
浅
野
郁
代

「
興
味
あ
る
二
つ
の
伝
記
」
藤
田
福
夫

「
北
国
俳
壇
五
月
賞
」
富
安
風
生
選

「
北
国
歌
壇
五
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

「
七
月
の
詩
」
高
瀬
誠
子

「
臼
井
吉
見
箸
『
安
曇
野
」
磯
田
光
一

「
水
上
勉
の
文
学
」
尾
崎
秀
樹

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
水
上
勉
氏
」

「
分
裂
続
く
俳
壇
」
無
署
名

「
麻
生
路
郎
氏
を
悼
む
」
桜
井
六
葉

「
北
国
歌
壇
六
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

「
キ
リ
ス
ト
教
と
日
本
の
伝
統
」
久
山
康

「
北
国
俳
壇
六
月
賞
」
冨
安
風
生
選

「
私
の
児
童
文
学
観
」
（
☆
対
談
）
橋
本
と
き
お
、
勝
尾
金
弥

「
女
の
生
き
方
」
（
☆
談
話
）
平
林
た
い
子

「
上
半
期
の
出
版
界
」
巌
谷
大
四

「
文
学
と
人
生
」
（
☆
座
談
会
、
来
県
し
た
井
上
靖
氏
を
囲
ん
で
）

８
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芥
川
賞
、
直
木
賞
決
ま
る
（
☆
記
事
）

「
芥
川
・
直
木
賞
の
作
家
た
ち
」
小
松
伸
六

「
え
ん
人
的
だ
が
暖
か
い
目
ｌ
梅
崎
春
生
君
を
い
た
む
」
中
村
真
一

郎「
八
月
号
の
文
芸
作
品
」
佐
伯
彰
一

「
犀
星
俳
文
学
賞
を
選
ん
で
」
山
本
清
嗣
、
西
村
公
鳳
、
塩
田
紅
果

「
峠
三
吉
詩
碑
の
こ
と
」
中
村
慎
吉

「
作
者
の
一
一
一
一
口
葉
」
小
島
政
二
郎

「
心
は
卑
し
く
な
る
ば
か
り
」
水
上
勉

「
最
近
の
女
流
詩
集
か
ら
」
土
橋
治
重

「
文
豪
谷
崎
ゆ
く
」
武
者
小
路
実
篇
、
伊
藤
整
、
富
田
砕
花

湘
碧
山
房
、
ご
っ
た
が
え
す
ｌ
谷
崎
さ
ん
の
死
（
☆
記
事
）

「
朱
唇
一
代
」
小
島
政
二
郎
ｎ
．
８
．
型
班
回
完

「
交
通
事
故
に
つ
い
て
・
女
の
目
」
平
岩
弓
枝
、
戸
塚
文
子

「
昭
和
史
報
告
」
芦
田
高
子

「
二
十
年
前
の
被
爆
」
寺
崎
浩

「
昭
和
史
報
告
・
夜
の
旅
」
椎
名
鱗
三

「
北
陸
人
の
美
し
さ
描
く
ｌ
加
能
作
次
郎
を
し
の
ん
で
」
長
谷
安
次

「
昭
和
史
報
告
・
六
日
午
前
八
時
十
五
分
」
岩
佐
幹
三

「
昭
和
史
報
告
。
の
ら
く
ろ
の
郷
愁
」
田
河
水
泡

「
昭
和
史
報
告
。
戦
争
中
の
こ
と
」
尾
崎
一
雄

「
蓮
の
花
咲
く
」
浜
口
国
雄

「
昭
和
史
報
告
・
敗
北
の
年
月
」
佐
多
稲
子

「
戦
後
の
名
著
十
冊
」
（
☆
ア
ン
ケ
ー
ト
）

「
戦
後
二
十
年
の
文
化
」
（
☆
対
談
）
大
岡
昇
平
、
加
藤
周
一

「
高
見
順
氏
を
い
た
む
」
小
田
切
進
、
小
田
一
郎

「
北
国
歌
壇
七
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

「
昭
和
史
報
告
・
公
約
じ
ゅ
う
り
ん
」
安
藤
次
郎
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「
昭
和
史
報
告
・
留
置
場
時
代
」
平
林
た
い
子

「
昭
和
史
報
告
・
国
民
の
か
な
し
み
」
今
井
誉
次
郎

「
小
島
政
二
郎
の
魅
力
と
文
学
」
日
沼
倫
太
郎

「
九
月
号
の
文
芸
作
品
」
佐
伯
彰
一

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
小
島
政
二
郎
氏
」

「
北
国
俳
壇
七
月
賞
」
富
安
風
生
選

「
尾
崎
秀
樹
箸
『
大
衆
文
学
論
」
日
沼
倫
太
郎

「
丹
羽
文
雄
監
修
「
お
ふ
く
ろ
』
金
子
曽
政

墓
前
で
詩
を
朗
読
ｌ
折
口
博
士
の
十
二
年
祭
（
☆
記
事
）

「
山
崎
豊
子
箸
『
白
い
巨
塔
』
笠
原
伸
夫

「
郷
土
の
川
柳
作
家
鶴
彬
・
人
と
作
品
」
岡
田
一
と
、
古
林
徳
次
、

山
田
文
子

「
井
上
靖
箸
『
楊
貴
妃
伝
」
森
井
道
男

「
安
部
公
房
著
「
榎
本
武
場
」
浅
野
郁
代

「
作
者
の
一
一
一
一
口
葉
」
木
村
毅

「
現
代
詩
と
は
何
か
」
中
村
慎
吉
、
浜
口
国
雄

「
小
説
明
治
天
皇
執
筆
に
あ
た
っ
て
」
木
村
毅

「
末
期
の
日
」
磯
田
光
一

「
明
治
天
皇
」
木
村
毅
虹
。
ｍ
・
躯
繩
回
完

「
眼
中
の
句
」
楠
本
憲
吉

「
小
説
の
毒
」
丸
岡
明

「
時
代
と
共
に
変
わ
る
小
説
理
念
ｌ
高
見
氏
の
死
に
学
ぶ
」
日
沼
倫

太
郎

「
作
者
の
こ
と
ば
」
黒
岩
重
吾

「
女
の
氷
河
」
黒
岩
重
吾
虹
・
７
．
四
独
回
完

「
料
理
と
酒
」
小
松
砂
丘

「
大
安
と
仏
教
」
由
起
し
げ
子

「
津
村
節
子
箸
『
玩
具
』
」
無
署
名

〃
「
關
茂
署
『
八
木
重
吉
」
無
署
名

皿
「
目
あ
き
の
盲
論
ｌ
県
下
の
詩
創
造
と
運
動
発
展
の
た
め
に
」
浜
口

国
雄

〃
「
北
国
俳
壇
八
月
賞
」
富
安
風
生
選

〃
「
北
国
歌
壇
八
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

〃
「
朱
鷺
」
を
読
む
」
森
井
道
男

砠
夕
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
岩
倉
政
治
」

Ⅳ
「
北
国
歌
壇
九
月
賞
」
近
藤
芳
美

〃
「
北
国
俳
壇
九
月
賞
」
富
安
風
生

〃
「
虚
実
あ
ざ
な
う
短
い
線
ｌ
雁
の
句
を
め
ぐ
っ
て
」
楠
本
憲
吉

四
「
長
沼
弘
毅
さ
ん
に
聞
く
ｌ
推
理
小
説
の
楽
し
み
」

加
夕
『
代
表
時
代
小
説
」
福
田
茂
夫

皿
夕
硫
黄
島
玉
砕
を
叙
事
詩
に
、
詩
人
木
原
孝
一
さ
ん
金
沢
で
語
る
（
☆

記
事
）

理
夕
「
北
国
と
失
愛
の
叙
情
詩
人
’
一
一
一
国
で
の
故
一
一
一
好
達
治
」
則
武
三
雄

泌
夕
「
会
わ
ざ
る
友
人
だ
っ
た
太
宰
治
と
折
ロ
信
夫
」
無
署
名

型
「
傍
観
者
か
ら
の
発
信
ｌ
中
村
慎
吾
・
浜
口
国
男
論
争
に
ふ
れ
て
」

西
敏
明

邪
「
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を
つ
く
れ
Ｉ
読
書
の
習
慣
は
若
い
間
に
」
荒
正
人

〃
「
小
島
信
夫
箸
『
抱
擁
家
族
」
浅
野
郁
代

〃
「
著
者
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
「
ア
リ
ラ
ン
の
歌
」
を
訳
し
た
安
藤
次

郎
氏
」

犯
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
坪
田
譲
治
、
滑
川
道
夫
」

ｕ
２
「
美
し
い
こ
と
ば
と
は
？
幸
田
文
さ
ん
に
聞
く
」

３
「
充
実
し
た
「
平
和
」
を
こ
そ
」
阿
部
知
二

〃
「
心
う
た
れ
る
晩
秋
の
菊
」
野
間
清
六

〃
夕
「
ス
ポ
ー
ツ
と
私
」
北
条
誠

７
「
不
毛
な
『
目
あ
き
の
盲
論
」
ｌ
続
・
県
下
詩
運
動
発
展
の
た
め
に

、
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「
実
践
者
の
危
険
な
お
と
し
穴
」
西
敏
明

「
日
本
の
近
代
の
本
質
ｌ
漱
石
没
後
五
十
年
ｌ
」
荒
正
人

「
傑
人
と
私
」
木
村
毅

「
安
部
公
一
居
著
『
砂
漠
の
思
想
」
」
平
田
次
三
郎

「
文
芸
時
評
ｌ
皿
月
の
文
芸
作
品
」
佐
伯
彰
一

「
ア
メ
リ
カ
文
学
の
断
面
」
牧
田
徳
元

「
太
平
洋
を
渡
っ
た
天
狗
」
宮
崎
正
明

ｌ
」
中
村
慎
吉

「
北
国
俳
壇
十
月
賞
」
富
安
風
生
選

「
北
国
歌
壇
十
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

「
雑
種
文
化
の
原
型
」
山
田
宗
睦

「
エ
レ
キ
禁
止
を
め
ぐ
っ
て
」
十
返
千
鶴
子

「
学
芸
片
と
深
田
久
弥

「
佐
多
稲
子
さ
ん
に
聞
く
．
生
き
る
と
い
う
こ
と
」

「
岡
潔
。
小
林
秀
雄
箸
『
対
話
・
人
間
の
建
設
」
伊
藤
武
雄

「
水
上
勉
箸
『
お
き
ん
』
無
署
名

「
抱
擁
家
族
」
の
小
島
信
夫
を
た
ず
ね
て
」
日
沼
倫
太
郎

「
佐
多
稲
子
箸
『
女
た
ち
」
入
木
義
徳

「
著
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
佐
多
稲
子
さ
ん
」

「
空
理
空
論
を
排
す
」
浜
口
国
雄

「
笑
い
と
文
化
」
金
子
光
晴

「
二
人
の
作
家
ｌ
そ
の
文
学
ｌ
黒
岩
重
吾
と
木
村
毅
」
尾
崎
秀
樹

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
木
村
毅
氏
、
黒
岩
重
吾
氏
」

「
漆
芸
雑
観
」
松
田
権
六

「
田
村
泰
次
郎
著
『
蝮
』
西
敏
明

「
大
原
富
枝
署
『
黒
潮
の
岸
に
』
巌
谷
大
四

列
周
年
迎
え
た
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
（
☆
記
事
）

汕
周
年
迎
え
た
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
（
☆
記
一

「
折
ロ
信
夫
全
集
再
刊
に
思
う
」
西
村
通
男

１
１ 〃
「
ア
メ
リ
カ
の
地
方
在
住
劇
作
家
」
山
崎
正
和

２
夕
「
今
な
お
最
大
の
読
者
を
持
つ
ｌ
漱
石
没
後
印
年
」
無
署
名

９
夕
森
山
啓
氏
を
囲
み
ｌ
小
松
で
読
書
グ
ル
ー
プ
の
集
い
（
☆
記
事
）

皿
「
写
生
か
ら
イ
メ
ー
ジ
ヘ
ー
現
代
俳
句
の
流
れ
と
県
下
の
俳
壇
」
北

市
都
黄
男

〃
「
私
の
俳
論
」
蔵
巨
水
、
南
清
風
、
中
山
純
子
、
梅
木
酔
歩
、
館
中

さ
つ
き
、
中
野
塔
雨
、
浅
川
方
銭
、
逢
坂
月
央
子
、
町
原
木
佳
、

黒
田
桜
の
園

〃
「
眼
中
の
句
ｌ
私
の
動
物
記
」
楠
本
憲
吉

〃
「
北
国
俳
壇
十
一
月
賞
」
富
安
風
生
選

岨
「
男
と
女
。
な
ぜ
差
別
す
る
」
（
☆
講
演
要
旨
）
住
井
す
ゑ

四
「
北
国
歌
壇
十
一
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

型
「
ブ
ー
ム
に
つ
い
て
ｌ
こ
ど
も
は
残
酷
に
育
っ
て
い
る
」
寺
崎
浩

Ⅳ
「
「
大
学
出
』
と
い
う
こ
と
」
城
山
三
郎

〃
「
小
説
を
中
心
に
文
壇
１
９
６
５
年
の
収
穫
」
巌
谷
大
四

肥
「
杉
森
久
英
著
『
大
風
呂
敷
』
」
西
敏
明

〃
「
現
代
文
学
大
事
典
」
」
川
端
康
成

〃
「
高
橋
和
巳
著
『
憂
麓
な
る
党
派
」
秋
山
駿

〃
夕
「
師
走
に
思
う
」
若
林
喜
三
郎

羽
「
丙
午
」
網
野
菊

ノ 〃

「
日
本
ノ
心
」
（
☆
対
談
）
堀
田
善
衛
、
鈴
木
大
拙

「
ふ
る
さ
と
よ
自
信
を
持
て
Ｉ
石
川
県
の
人
物
群
」
杉
森
久
英

「
ふ
る
さ
と
に
望
む
」
（
☆
対
談
）
佐
伯
彰
一
、
永
井
道
雄
、
松
下

｜
圭
一

「
青
春
よ
冒
険
的
で
あ
れ
」
深
田
久
弥

昭
和
四
十
一
年

五
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３
詩
「
愛
の
出
発
」
鮎
川
信
夫

〃
「
教
育
の
急
務
は
何
か
」
中
野
好
夫

〃
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
人
」
大
岡
昇
平

４
二
月
の
詩
」
布
施
明

〃
「
炭
百
俵
」
永
井
竜
男

〃
「
新
年
文
芸
入
選
作
」
選
者
（
近
藤
芳
美
、
冨
安
風
生
）

〃
「
選
者
近
詠
」
近
藤
芳
美
、
富
安
風
生

７
「
日
本
の
文
化
」
（
☆
対
談
）
石
田
英
一
郎
、
桑
原
武
夫

９
「
外
人
の
日
本
文
学
ブ
ー
ム
」
村
松
定
孝

〃
「
こ
わ
れ
た
人
形
」
串
田
孫
一

〃
「
切
山
椒
」
円
地
文
子

〃
「
Ｓ
Ｆ
君
か
と
思
い
て
」
光
瀬
龍

〃
「
俳
句
の
す
す
め
」
長
谷
川
浪
々
子

旧
「
文
学
ｌ
そ
の
読
み
方
、
え
ら
び
か
た
」
（
☆
談
話
）
遠
藤
周
作

〃
「
ミ
ス
テ
リ
ー
昨
今
」
中
島
河
太
郎

〃
「
歴
史
の
Ｓ
Ｆ
的
設
定
」
福
島
正
美

〃
「
ま
だ
ま
だ
続
く
ス
パ
イ
小
説
ブ
ー
ム
」
常
盤
新
平

加
「
芥
川
賞
の
受
賞
に
思
う
」
高
井
有
一

〃
「
芥
川
・
直
木
賞
の
選
考
結
果
」
無
署
名

皿
「
家
族
の
心
の
交
流
」
由
起
し
げ
子

〃
「
芥
川
・
直
木
賞
の
受
賞
者
た
ち
」
久
保
田
正
文

卵
「
著
者
訪
問
・
「
憂
麓
な
る
党
派
」
の
高
橋
和
巳
氏
」

〃
「
書
評
『
憂
鯵
な
る
党
派
』
森
井
道
夫

〃
「
書
評
・
円
地
文
子
著
『
樹
の
あ
は
れ
』
福
田
茂
夫

加
夕
「
私
・
と
・
本
「
人
間
の
心
得
』
亀
井
勝
一
郎
氏
」

躯
夕
稲
元
さ
ん
が
句
集
を
出
版
（
☆
記
事
）

釦
「
俳
文
・
大
阪
弁
」
楠
本
憲
吉

〃
「
人
生
無
宿
」
江
藤
淳

〃
「
文
芸
時
評
」
佐
伯
彰
一

ｍ
夕
「
き
び
し
い
内
面
凝
視
ｌ
歌
人
古
川
達
夫
氏
を
い
た
む
」
津
川
洋
三

２
２
「
鬼
の
仔
」
（
☆
詩
）
仲
嶺
宏
子

４
夕
「
初
午
あ
れ
こ
れ
」
水
原
秋
桜
子

６
「
曽
野
綾
子
署
『
弥
勒
」
西
敏
明

〃
「
倉
橋
由
美
子
箸
「
妖
女
の
よ
う
に
』
浅
野
郁
代

〃
「
木
下
恵
介
著
『
二
人
の
星
』
」
金
子
曽
政

〃
「
北
国
歌
壇
一
月
賞
」
坪
野
哲
久

７
夕
森
田
草
稔
さ
ん
詩
集
「
天
の
指
紋
』
（
☆
記
事
）

皿
「
人
生
清
談
」
末
川
博
・
橋
本
峰
雄

〃
「
日
本
の
心
」
久
松
潜
一

岨
「
思
い
出
の
記
」
新
田
次
郎

〃
「
石
の
季
節
感
」
麻
生
徳
吹

Ⅳ
「
二
十
代
の
考
え
ｌ
作
家
の
場
合
」
瀬
沼
茂
樹

卯
「
異
色
の
文
学
論
ｌ
蒲
生
欣
一
郎
著
「
も
う
ひ
と
り
の
泉
鏡
花
』

新
保
千
代
子

〃
「
著
者
（
蒲
生
欣
一
郎
）
訪
問
」
無
署
名

〃
「
北
国
俳
壇
一
月
賞
」
富
安
風
生

犯
「
現
代
短
歌
の
周
辺
」
（
☆
対
談
）
芦
田
高
子
・
米
田
憲
一
一
一

〃
「
五
・
七
・
五
・
七
・
七
は
む
ず
か
し
い
ｌ
小
倉
百
人
一
首
を
英
訳

し
て
」
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
．
Ｈ
・
マ
ー
ク
ス

３
１
夕
「
ス
モ
ッ
グ
と
春
霞
」
森
山
啓

２
「
三
月
号
の
文
芸
雑
誌
」
佐
伯
彰
一

３
「
書
評
『
小
林
秀
雄
対
談
集
」
日
沼
倫
太
郎

７
夕
「
地
中
穴
を
出
る
」
古
川
晴
男

８
夕
「
歩
く
よ
ろ
こ
び
」
森
山
啓

９
夕
「
放
送
放
一
一
一
一
口
」
大
林
清

Ⅲ
夕
「
下
出
積
与
著
「
木
曽
義
仲
」
伊
藤
武
雄

一ハ
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夕夕

理
「
大
学
は
花
嫁
学
校
で
は
な
い
」
江

〃
夕
「
昇
天
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
夫
人
か
ら

型
「
国
語
と
し
て
の
漢
語
」
諸
橋
轍
冶

２７〃 ノ１６１５ノノ

タ

Ｊ１３１２

夕

〃
「
「
森
田
章
稔
詩
集
』
『
天
の
指
紋
」
中
村
慎
吉

〃
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
『
旅
と
郷
土
の
文
学
碑
」
の
本
山
桂
川
氏
」

〃
夕
「
著
者
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
下
出
積
与
」

〃
夕
「
山
本
五
十
六
」
と
阿
川
弘
之
一
山
本

署
名

「
郷
土
に
取
材
し
た
二
つ
の
小
説
ｌ
森
山
啓
・
水
芦
光
子
」
西
敏
明

「
高
井
有
一
著
『
北
の
河
』
」
金
子
曽
政
、
福
田
茂
夫
、
森
井
道
男
、

西
敏
明
、
浅
野
郁
代
、
太
田
順
子

川
口
久
雄

「
書
斎
に
て
・
清
岡
卓
行
」

「
文
学
に
み
る
東
と
西
」
（
☆
対
談
）
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
マ
ー
ク
ス
、

「
山
本
五
十
六
」
と
阿
川
弘
之
」
・

中
野
重
治
さ
ん
金
沢
へ
（
☆
記
事
）

「
文
学
の
中
の
人
間
ｌ
人
生
の
第
一
義
は
何
か
」
高
橋
和
已

「
四
月
号
の
文
芸
作
品
」
小
松
伸
六

「
ス
ミ
レ
の
花
咲
く
こ
ろ
’
三
月
と
俳
句
」
楠
本
憲
吉

「
詩
人
に
お
け
る
愛
の
か
た
ち
ｌ
萩
原
葉
子
の
『
天
上
の
花
」
無

「
昇
天
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
夫
人
か
ら
の
手
紙
」
森
山
啓

「
四
月
号
の
文
芸
作
品
」
小

「
詩
人
の
亡
き
後
」
森
山
啓

「
佐
藤
清
郎
著
「
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
生
涯

「
真
継
伸
彦
著
「
光
る
声
」
秋
山
駿

「
北
陸
児
童
文
学
賞
の
選
考
を
終
わ
っ
て
」
角
山
勝
義

「
北
国
俳
壇
二
月
賞
」
冨
安
風
生
選

「
源
義
経
人
気
の
な
ぞ
」
岩
倉
政
治

「
松
本
清
張
著
『
私
説
・
日
本
合
戦
諄
』
西
敏
明

「
北
国
歌
壇
二
月
賞
」
近
藤
芳
美
選

「
あ
か
ず
の
非
常
口
」
森
山
啓

「
佐
藤
清
郎
著
『
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
生
涯
」
高
橋
義
孝

「
大
学
は
花
嫁
学
校
で
は
な
い
」
江
藤
淳

山
本
容
朗

（
付
記
）

『
北
国
新
聞
』
は
昭
和
虹
年
４
月
１
日
発
行
分
よ
り
縮
刷
版
を
発
行
し
た
。

ひ
と
月
一
冊
の
そ
れ
に
は
索
引
が
付
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
の
ご
と
き
年
表
も

不
必
要
と
一
一
一
一
口
え
ば
一
一
一
一
口
え
な
く
も
な
い
状
況
を
呈
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
創
刊

号
以
来
の
長
き
に
わ
た
る
同
紙
の
文
芸
関
係
記
事
を
拾
い
あ
げ
て
来
た
本
稿

の
役
目
も
終
了
し
た
と
判
断
し
て
、
今
回
を
も
っ
て
調
査
報
告
を
打
ち
切
る

こ
と
に
す
る
。

七

グー、

完
、＿〆


